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第３章 定期検査報告書の記入要領 

１．定期検査報告の対象 （16 年版業務基準書(※1)  P9 抜粋） 

 

(1) 定期検査報告の対象となる昇降機 

法第 12条第 3項において、特定建築設備等(※2)のうち「安全上、防火上または衛生上特に重要であ

るものとして政令で定めるもの及びそれ以外で特定行政庁が指定するもの」について、その所有者（所

有者と管理者が異なる場合においては、管理者。）は、一定の資格を有する者に検査させ結果を特定行政

庁に報告しなければならないとされている。 

 「政令で定めるもの」とは、令第 16 条第 3 項第一号に規定する「令第 129 条の 3 第 1 項各号に掲げ

る昇降機」であり、エレベーター、エスカレーター及び小荷物専用昇降機が対象となる。 

 エレベーターには、機械室ありのロープ式エレベーター、機械室無しのロープ式エレベーター、油圧

エレベーター、エスカレーター、動く歩道、段差解消機、いす式階段昇降機、その他特殊な構造のもの

がある。また、エレベーター又はエスカレーターで観光のためのものについても、準用工作物として令

第 138条の 3の規定に基づき定期報告が必要となる。なお、これら定期報告の対象には一部除外があり、

除外される対象について別途告示（下記(２)項 参照）が制定されている。 

(※2)特定建築設備等：昇降機及び特定建築物（法第 6 条 1 項第一号に掲げる建築物）の昇降機以外の

建築設備等 

 

(2) 対象の除外（昇降機関係） 

令第 129 条の 3 第 1項各号に掲げるエレベーター、エスカレーター及び小荷物専用昇降機のうち、令第

16 条第 3 項第一号の規定における「使用頻度が低く劣化が生じにくいことその他の理由により人が危

害を受けるおそれのある事故が発生するおそれの少ないもの」として、平成 28年国土交通省告示第 240

号により、次に掲げる昇降機が定期報告の対象から除外されている。 

① 一つの住戸のみの利用に供される昇降機（一戸建て住宅等に設置された、いわゆるホームエレベーター

いす式階段昇降機、段差解消機及びエスカレーターを含む） 

② 労働安全衛生法施行令（昭和 47 年政令第 318 号）第 12 条第 1項第六号に規定するエレベーター 

③ 小荷物専用昇降機で、昇降機の全ての出し入れ口の下端が当該出し入れ口が設けられる室の床間よりも

50cm以上高いもの 

なお、これらの昇降機にあっても、法第 12条第 3項に基づき特定行政庁が指定している場合には定期報

告の対象となる。 

また、法第 12条第 3項に「国等の建築物に設けるものを除く。」と示されるように、一定の公共建築物に

設置されている昇降機は定期報告の対象から除外されている。（ただし、法第 12 条第 4 項に基づく定期点

検は必要とされている。） 

 

 

 

 

 

(※1)第３章，第４章に記載する「16年版業務基準書」とは 

「昇降機 遊戯施設 定期検査業務基準書（2016 年版）」を示す。 
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(３) 定期検査の対象に関する法令 ［16 年版業務基準書 P11 抜粋］ 

 

 

 

 

昇降機・遊戯施設 定期検査の対象に関する法令 

建築基準法 第１２条（報告，検査等） 

法第１２条第３項 

１．安全上重要なものとして政令で定めるもの 

２．特定行政庁が指定するもの 昇降機 

令第１２９条の３項第１項 各号 

・ エレベーター 

 （かご面積が１ｍ２超、又は高さ 1.2ｍ超） 

・ エスカレーター 

・ 小荷物専用昇降機 

（かご面積が１ｍ２以下、又は高さ 1.2ｍ以下） 

規則第６条 

第１項：間隔、開始時期 

第２項：検査の項目、方法及び判定基準 

（検査基準告示の根拠規定） 

第３項：報告様式 

検査基準告示 

平成２０年告示第２８３号（昇降機） 

遊戯施設 

令第１３８条第２項 各号 

・ エレベーター・エスカレーター 

 （観光のためのもの） 

・ 高架のもの 

 （ウォーターシュート，コースター等） 

・ 回転運転をするもので原動機使用 

 （メリーゴーランド、観覧車等） 

法第８８条第１項（工作物への準用） 

政令で指定（昇降機等） 

検査基準告示 

平成２０年告示第２８４号（遊戯施設） 

２．特定行政庁が指定するもの 
 

規則第６条の２の２ 

第１項：間隔、開始時期 

第２項：検査の項目、方法及び判定基準 

（検査基準告示の根拠規定） 

第３項：報告様式 

２．特定行政庁が指定するもの 
 

１． 安全上重要なものとして政令で定め

るもの（令第１３８条の３） 

令第１３８条第２項各号に掲げるもの 

１． 安全上重要なものとして政令で定めるもの 

（令第１６条第３項第一号） 

令第１２９条の３第１項各号に掲げるもの 

 除外：平成２８年告示第２４０号第２ 

【一つの住戸のみの利用に供される昇降機（ホー

ムエレ等），労安法，小荷物／テーブルタイプ】 
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